
ヨード造影剤とビグアナイド系糖尿病薬の併用により乳酸アシドーシスをきたすことがある

ため併用注意とされています。原因は、ヨード造影剤の投与により一過性の腎機能低下を

きたす可能性があり、その結果、ビグアナイド系糖尿薬の腎排泄が減少し血中濃度が上昇

するためと考えられています。そのため腎機能低下のある患者様に糖尿病薬の服用を

一時的に中止していただく必要があります。（ただし、緊急に検査を行う必要が場合を除く）

また投薬の再開は、検査48時間後に主治医の判断で再開となります。

＊乳酸アシドーシスの症状について

悪心、腹痛、下痢、筋肉痛、倦怠感などの症状が現れた場合は、直ちに連絡して下さい。

　　1.休薬するお薬　

　　【　　　　メトホルミン塩酸塩錠500mgMT「日医工」 】

　　2.休薬期間

メモ

カナ ：

造影CT検査
～糖尿病薬を服用している方へ～

名前 ：

生年月日 ：

〒028-5312　岩手県二戸郡一戸町一戸字砂森60-1

☎　（0195）33-3101

ヨード造影剤とビグアナイド系糖尿病薬との併用注意について

休薬の流れ

検査前 検査日 検査後

　　月　　日 　　月　　日 　　月　　日

別紙『ヨード造影剤とビグアナイド系糖尿病薬との併用注意について』を
もとにご記入下さい

（       :       ） （       :       ） （       :       ）

岩手県立一戸病院

6    3

14  30

6    1

14  30

検査48時間後に

主治医の判断で

再開となります

こちらは検査日時となります
eGFR=30以上60未満の場合は

48時間前となります
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